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甘
骨
子
平
と
そ
の
笹
野
思
想

第
五
十
二
巻

停

漉

四

四

林

子

平

三

そ

の
経
蹄
思
想

本

庄

治

郎

楽

序

百

寛
政
の
三
育
士
と
し
て
高
山
彦
九
郎
・
蒲
生
君
平
と
共
に
著
聞
し
て
ゐ
る
林
子
卒
は
、
ま
た
そ
の
著
コ
ニ
図
通
覧
闘
説
L

及
「
格
闘

兵
談
」
に
よ
っ
て
人
口
に
脂
災
し
て
ゐ
る
。
彼
は
沿
海
の
防
備
を
肢
に
し
て
蝦
夷
を
開
拓
し
、
軍
備
白
充
貨
を
計
る
べ
き
と
と
を
説

い
た
が
『
細
か
に
思
へ
ば
江
戸
白
日
本
橋
よ
り
唐
阿
蘭
陀
ま
で
境
な
し
白
水
路
な
り
』
と
喝
破
し
寸
協
同
と
は
何
D
諸
ぞ
、
目
、
地
続

カ

ラ

。
隣
闘
無
し
て
四
方
皆
梅
に
滑
る
図
を
謂
也
G

然
る
に
梅
閣
に
は
梅
園
相
常
の
武
備
有
で
、
唐
山
の
軍
普
及
び
日
本
に
て
古
今
停
授

す
る
諸
流
の
説
と
品
替
れ
る
由
佳
と
叫
ん
で
海
闘
と
し
て
の
日
本
の
軍
備
在
説
い
た
と
と
は
、
あ
ま
り
に
有
名
左
己
と
で
あ
り
、
林

千
平
出
て
も
為
後
、
園
防
見
聞
が
一
一
居
盛
ん
と
な
り
海
防
思
想
の
普
及
と
な
っ
た
己
と
は
、
今
夏
い
ム
迄
も
泣
い
こ
と
で
あ
る
。
林
子
卒

D
海
防
思
想
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
℃
ゐ
る
か
ら
、
暫
く
之
を
措
昔
、
本
稿
に
於
て
は
、
あ
ま
り
多
〈
世
に
体
へ
弘
れ
て
ゐ
泣
い
と
息

は
れ
る
そ
の
他
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
之
を
一
瞥
し
た
い
と
思
ム
。

子
卒
D
経
済
思
想
主
見
る
に
足
る
ぺ
古
主
な
る
文
献
は
、
そ
の
三
同
に
亙
れ
る
上
書
で
あ
る
。
第
一
の
上
書
は
明
和
二
年
正
月
、

~ 

干
不
二
十
八
歳
の
と
き
仙
墓
藩
に
上
り
し
も
の
で
あ
っ
て
、
存
寄
書
端
侃
・
存
寄
園
政
・
皐
政
・
武
備
・
制
度
・
法
令
・
賞
罰
・
地
別
・
倹
約

章
脳
・
雑
の
十
一
一
明
よ
り
成
h

判
、
第
二
白
上
4
4

日
は
夫
町
元
年
十
一
月
子
平
四
十
四
歳
の
と
き
再
び
仙
基
候
忙
上
れ
る
も
の
で
、
存
寄

港周兵談、日本海防史料叢書、第二巻、，6頁 2) 相園長談自序、同上 5頁
大無安野遺草による、日本経済大典には最初白こさ耳を思晴D 一項目とし圭篇十事
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書
端
侃
・
宮
致
了
二
・
三
、
養
讃
・
蝋
櫨
・
椿
・
煮
乾
海
鼠
乾
飽
・
小
産
物
・
日
用
品
・
財
政
の
諸
事
を
認
め
、
第
三
り
上
書
は
天
明
五
年

十
一
月
四
十
八
歳
の
と
き
D
上
書
で
あ
り
、
図
産
仕
立
の
事
、
絹
織
物
の
事
、
紙
製
の
事
、
産
物
の
害
、
小
産
物
の
事
、
磯
山
の
事

細
工
の
事
、
園
陸
と
格
幣
白
事
、
橋
幣
事
略
(
数
項
目
に
分
つ
)
か
ら
成
っ
て
居
り
、
園
蔭
興
隆
と
橋
幣
と
の
と
と
を
主
と
し
て
論
じ
た

も
白
で
あ
ふ
。

E
の
三
箇
の
上
書
の
聞
に
二
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
趣
旨
に
於
て
矛
盾
す
る
庭
は
紅
い
。

己
む
外
「
官
闘
策
」
は
一
時
的
及
恒
久
的
の
貧
富
の
よ
っ
て
生
守
る
所
以
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
「
梅
岡
兵
談
」
は
海
防
白
己
と
を

論
じ
た
も
り
で
あ
る
が
、
モ
白
第
十
六
巻
略
蓄
の
中
に
は
経
消
息
畑
山
白
徴
す
べ
き
も
D
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。

林
子
平
は
名
は
友
直
、
六
無
粛
と
放
し
、
元
女
三
年
六
月
二
十
一
日
江
戸
に
生
れ
た
。
後
仙
肇
に
住
む
。
安
永
の
頃
蝦
夷
に
赴
昔

又
長
崎
に
遊
び
以
て
栴
外
の
事
情
を
探
査
し
た
。
天
明
五
年
「
三
図
通
覧
」
の
稿
成
り
、
六
年
に
は
「
海
図
兵
談
」
が
脱
稿
し
た
。
翌
七

年
「
梅
園
兵
談
」
第
一
巻
の
刻
成
担
、
寛
政
三
年
に
至
っ
て
「
梅
岡
兵
談
」
全
部
を
仙
豪
に
て
板
行
し
た
が
、
幕
府
は
板
木
と
共
に
之
を

淡
収
し
た
。
笠
四
年
五
月
仙
蔓
の
兄
の
邸
K
塾
居
禁
釧
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
五
年
六
月
二
十
一
日
五
十
六
歳
を
以
亡
授
し
た
。
越
え
て

明
治
十
五
年
正
五
位
を
賦
ら
れ
た
。

政

治

と

経

済

江
戸
時
代
に
於
て
粧
消
怠
る
言
葉
が
成
義
民
解
せ
ち
れ
政
治
経
済
一
般
を
指
し
た
己
と
は
い
ふ
迄
も
た
い
齢
、
子
卒
も
亦
経
桝
を

経
園
組
問
民
の
意
味
に
解
し
て
ゐ
る
。
剖
ち
日
〈
『
夫
経
済
冒
と
は
粧
邦
桝
世
と
て
、
経
は
筋
道
の
事
、
邦
は
図
也
。
園
に
筋
道
を
附
る

を
経
邦
と
云
也
。
済
世
と
は
、
済
は
わ
た
す
事
忙
て
、
此
を
彼
え
渡
し
、
彼
を
此
え
遣
す
事
也
。
世
は
世
白
中
也
。
世
の
中
の
人
の

す
ま
ひ
易
き
様
に
世
話
す
る
を
梼
世
井
一
云
也
」
と
。
而
七
て
一
見
に
之
を
詳
論
し
て
『
闘
に
筋
道
主
附
る
と
は
士
大
夫
・
農
・
工
・
商
に

，t 

林
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梼
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林
子
平
と
そ
の
経
開
思
想

第
五
十
二
巻

六

解

抽

六

は
、
士
大
夫
・
農
・
工
・
商
の
筋
道
を
附
、
山
海
・
河
海
・
岡
野
に
は
山
津
・
河
機
・
田
野
心
筋
道
を
附
、
牛
馬
畜
類
に
は
牛
馬
斎
類
の
筋

道

E
附
る
事
也
。
済
と
は
第
一
に
共
底
を
得
る
様
に
位
話
ナ
る
事
也
。
或
は
士
風
著
て
武
備
弛
む
時
は
著
を
抑
℃
武
術
を
引
立
る
様

に
世
話
致
し
、
或
は
米
穀
の
貴
賎
常
に
過
る
時
は
共
直
常
に
復
ナ
る
様
に
潟
、
或
は
上
大
夫
貧
窮
T
れ
ば
富
7
様
に
錦
、
或
は
商
買

の
利
強
け
れ
ば
共
利
を
抑
て
利
棋
を
奪
、
或
は
地
の
利
を
諜
し
、
亦
は
工
商
の
利
を
取
立
て
図
を
富
す
様
に
す
る
事
杯
、
皆
世
の
中

の
人
の
す
ま
ひ
易
き
様
民
世
話
す
る
事
に
で
済
の
持
前
也
。
此
二
つ
を
統
て
経
済
と
三
也
」
と
し
、
『
拡
経
済
の
大
趣
意
一
一
つ
あ
り
、

封
建
と
郡
勝
と
也
』
と
い
ひ
、
支
那
疋
我
岡
に
長
行
る
政
治
組
織
の
愛
情
曜
を
説
い
て
ゐ
る
拙
か
ら
観
る
も
、
経
消
も
政
治
も
同
様
の

意
味
に
解
し
て
ゐ
る
己
と
が
明
か
で
あ
る
。

『
先
イ
一
政
を
致
候
に
は
時
と
俗
と
地
利
と
を
能
呑
込
候
て
、
時

ιも
宜
〈
俗
に
も
宜
く
、

地
利
を
も
遣
し
不
巾
様
に
仕
」
云
?
と
い
ひ
、
恰
も
中
江
藤
樹
や
熊
津
蕃
山
が
時
・
虚
・
位
D
三
者
を
重
腕
し
た
と
同
じ
心
、

然
ち
ば
政
治
の
大
本
は
何
で
あ
る
か
。

放
す由

象
的
で
は
た
く
、
そ
の
時
そ
の
慮
に
適
し
た
政
治
を
採
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
具
櫨
的
の
方
策
と
し
で
は
『
法
度
時
四

令
を
般
に
仕
、
一
度
定
め
申
候
錠
を
ば
い
つ
迄
も
愛
せ
ぬ
様
に
下
々
ま
で
も
能
合
貼
仕
ら
せ
、
著
修
を
晶
一
罰
候
て
窮
迫
仕
ら
せ
ぎ
る
桜

に
致
し
.
士
を
励
ま
し
候
で
武
道
主
盛
に
仕
.
上
下
能
合
偲
設
候
て
、
園
中
D
士
氏
、
天
下
位
我
固
に
勝
れ
る
闘
は
な
き
も
の
也
と
思

ふ
様
に
仕
向
候
主
政
の
達
人
と
申
候
』
と

L
て
ゐ
ゐ
。
封
建
政
治
O
営
時
と
し
て
、
所
論
が
武
士
中
心
の
も
の
と
友
っ
て
ゐ
る
と
と

は
首
然
で
あ
ら
う
。
而
し
て
営
時
の
政
治
白
鮮
と
し
て
は
、
政
道
が
圏
中
へ
行
亙
ら
や
、
各
自
勝
手
吠
第
に
振
舞
っ
て
ゐ
る
乙
と
で

~ 

あ
る
。
即
ち
「
御
家
中
の
風
儀
取
し
ま
り
不
申
、
諸
事
放
蕩
不
時
に
て
、
人
々
我
一
家
を
さ
へ
治
粂
候
て
、
終
に
は
困
窮
と
罷
成
、

士
風
を
も
取
夫
ひ
、
武
備
を
も
拾
呆
候
棋
に
相
成
申
候
。
是
術
政
道
の
行
届
不
申
故
に
て
御
座
候
』
。

か
〈
て
子
平
は
制
度
を
立
て
る
と
と
の
必
要
た
る
所
以
を
説
い
て
ゐ
る
が
、
先
づ
制
度
と
は
何
で
あ
る
か
、
日
く
「
制
は
制
作
に

海図兵談、 218-220頁
拙著、日本経済思想史J概詑、上巻 48頁
六無重野遺草 52買、日本経済大典第二十巻10頁
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て
物
を
作
り
時
へ
る
事
に
て
候
。
度
は
、
の
り
か
ね
に
で
右
の
作
り
排
へ
る
物
毎
に
定
法
を
立
置
事
に
て
御
座
候
。
官
世
は
制
度
と

巾
事
一
闘
無
之
候
故
、
高
事
寓
物
人
々
心
魂
第
金
次
第
に
色
々
白
物
数
寄
設
候
故
、
い
つ
と
な
〈
華
麗
著
惨
に
相
成
、
無
用
の
費
多

〈
有
之
候
て
人
々
困
窮
と
罷
成
候
。
是
に
因
て
此
度
殿
〈
制
度
を
可
被
仰
出
候
。
只
A
7
も
制
度
の
様
な
る
事
少
は
有
之
候
得
共
、
御

手
常
ゆ
る
く
有
之
候
故
人
々
一
向
守
り
不
申
候
問
、
此
皮
証
随
分
厳
〈
可
被
仰
付
候
。
兎
か
〈
政
は
般
に
し
〈
は
無
御
座
候
」
と
い

ひ
、
更
に
無
用
D
費
を
節
す
る
こ
と
に
つ
い
て
『
捗
叉
費
は
衣
食
住
よ
り
近
き
は
無
之
候
閥
、
先
此
三
物
へ
吃
度
制
度
を
可
被
相
定

候
。
只
家
は
風
雨
を
し
の
ぎ
、
食
は
腹
に
浦
、
衣
服
は
肌
を
を
股
ひ
、
寒
気
を
ム
せ
ぎ
候
へ
ば
事
足
り
申
候
。
高
事
皆
こ
り
心
に
て

御
座
候
」
と
い
ひ
、
更
に
之
を
詳
細
に
説
明
し
て
所
謂
最
少
限
度
の
生
活
保
障
を
説
い
て
居
も
r

要
す
る
に
時
白
一
事
情
を
明
か
に
し
て
制
度
を
確
立
し
之
を
時
間
に
働
行
す
べ
き
事
を
説
い
た
も
白
で
あ
る
が
、
更
に
富
例
に
拘
泥
せ

中
新
制
を
立
つ
ベ
曹
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
黙
は
、
租
訣
阿
世
守
・
新
儀
停
止
の
営
時
と
し
て
は
注
意
す
べ
き
言
と
い
は
な
け
れ
ば
友
ら

由
。
即
ち
日
く
『
首
時
は
世
間
皆
柔
弱
に
て
先
例
嘗
例
を
止
め
候
て
、
新
民
制
作
致
候
事
を
仕
得
や
候
故
、
も
ん
ま
/
¥
心
付
候
事
を

も
行
引
い
乗
候
人
君
禅
山
御
座
候
。
兎
か
〈
先
例
奮
例
に
な
づ
み
、
不
皐
不
術
た
る
故
に
て
御
座
候
。
何
程
先
例
醤
例
に
で
も
、
不
出

来
成
事
に
て
有
之
伎
は
ピ
、
速
に
改
候
て
別
に
制
作
作
候
E
そ
政
の
木
意
に
で
御
座
候
。
只
今
御
家
に
て
御
先
例
御
先
格
に
不
便
利

一
な
る
事
不
出
来
た
る
御
事
を
も
御
座
候
は
刊
誌
、
速
に
御
改
め
候
て
、
新
民
御
制
枠
可
被
成
置
候
、
惣
じ
て
箇
様
た
る
事
は
決
断
の
揚

所
に
で
御
座
候
』
と
。

諸

俣

の

窮

乏

4 

江
戸
時
代
の
中
期
以
後
、
諸
侯
概
ね
財
政
窮
乏
に
陥
ワ
た
己
?
と
は
一
般
的
現
象
で
あ
り
、
仙
蚕
藩
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
然

辞
一
一
盟

林
子
平
と
そ
白
鯉
揖
思
想

第
五
'T
ニ
巻

七

七

撞草78頁以下、大典30頁以下
撞草53買、大典'0頁
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ら
ば
そ
白
原
悶
は
何
庭
に
在
る
か
。
子
平
は
之
に
封
し
て
『
江
戸
屋
敷
と
江
戸
奥
方
と
江
戸
の
音
信
殿
答
と
此
D
三
つ
の
費
削
抄
き
己

J、

八.

と

ι
で
御
座
候
』
と
い
ひ
、
大
名
の
江
戸
滞
四
国
は
肱
宿
に
て
寓
事
を
省
略
す
べ
き
筈
の
と
こ
ろ
者
修
花
麗
を
専
一
に
す
る
此
、
次
第

に
窮
迫
に
陥
り
し
も
む
な
り
と
訟
き
、
更
に
『
御
手
停
討
に
て
も
大
に
痛
と
成
候
事
』
と
し
「
江
戸
奥
方
の
費
彩
き
こ
と
に
桐
見
得
申

候
』
と
就
い
て
ゐ
る
。

失
に
然
ら
ば
と
の
窮
之
を
救
ム
に
は
如
何
す
べ
昔
で
あ
る
か
、
子
卒
は
第
一

JK
倹
約
を
設
い
で
ゐ
る
。
而
し
て
『
伶
約
左
致
候
に

は
時
記
に
計
入
錦
山
と
申
候
事
を
よ
く
呑
込
が
第
一
に
御
座
候
』
と
い
ひ
、

『
一
年
白
物
成
を
四
分
一
づ
っ
飴
し
候
殺
に
勘
定
致
候

を
計
入
居
刷
出
と
申
候
』
と
説
き
、
四
分
一
を
徐
す
方
法
は
『
一
年
白
物
成
主
四
に
分
候
て
共
三
を
年
中
の
浩
方
と
仕
り
、

一
を
ば
蓄

候
て
飢
飯
軍
蔵
杯
の
備
と
致
候
事
に
て
御
座
候
』
。
而
し
て
不
時
白
入
刷
は
五
つ
あ
る
。
そ
れ
は
『
飢
僅
・
軍
放
・
水
難
・
火
難
・
病

難
』
で
あ
り
、
そ
の
上
に
『
御
手
停
』
が
あ
る
。
己
の
六
の
備
は
無
く
て
は
叶
は
ざ
る
も
の
で
る
る
。
物
成
の
四
分
一
を
剰
す
と
と
が

困
難
で
あ
ら
ば
、
め
せ
て
二
高
石
づ
つ
も
儀
る
棋
に
在
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
年
経
て
ば
一
一
十
高
石
白
蓄
と
な
る
。

第
二
に
は
国
産
の
使
用
と
官
の
職
人
を
置
く
べ
曹
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
印
ち
『
此
以
後
は
御
蓋
所
物
杯
は
勿
論
、
央
服
物
相
油

類
迄
も
御
園
物
を
可
被
相
周
候
。
勿
論
御
聞
に
で
も
諸
色
を
町
人
へ
被
仰
付
候
事
を
被
相
止
、
皆
御
職
人
主
被
相
立
候
て
、
右
御
職

人
へ
可
被
仰
付
候
。
御
菓
子
類
も
御
菓
子
屋
へ
被
仰
付
候
事
を
被
相
止
、
御
料
理
人
白
如
〈
御
菓
子
人
を
被
相
立
、
御
牽
所
に
て
御

務
方
可
被
仰
何
候
」
『
と
ロ
第
三
に
は
家
中
へ
前
金
貸
下
を
止
め
る
E
と
、
第
四
に
は
加
増
を
止
め
る
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
d

之
主
要
す
る
に
子
卒
の
奉
げ
た
三
箇
白
原
悶
だ
け
で
営
時
の
藩
財
政
の
窮
乏
を
究
む
る
と
と
は
不
十
分
で
あ
る
。
又
そ
の
窮
乏
針

策
も
杢
く
消
極
的
で
あ
る
が
、
子
平
は
別
に
殖
産
興
業
の
?
と
を
論
じ
て
ゐ
る
か
ら
、
更
に
そ
白
離
を
考
慮
に
加
へ
る
必
要
が
あ
ら

~ 

う

遺草94-96買、大典42-44頁
遺牢河町買、大典43-44頁
遺草98買、大典45買
遺芋98頁、大典46頁
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(
註
)
子
平
も
『
旋
宿
』
・
の
語
を
用
ゐ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
祖
抽
怖
が
詑
き
た
る
『
技
宿
円
前
世
活
』
ー
と
い
ふ
が
如
き
意
味
の
も
の
で
は
な
い
串
ラ
で
あ
る
。
但

悼
は
常
時
の
純
済
が
一
般
的
に
自
然
組
沸
か
ら
貨
幣
経
済
に
、
自
給
続
開
か
ら
商
品
鯉
済
に
謹
展
し
た
こ
と
主
指
L
て
池
ペ
た
も
の
で
あ
る
が
、
干
平

は
た
い
、
大
名
目
江
戸
滞
立
が
旋
宿
で
あ
p
、
放
宿
な
る
故
高
事
省
略
す
べ
き
を
却
て
者
修
花
麗
に
泊
し
て
ゐ
る
こ
と
を
設
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

次
に
子
平
は
年
貢
米
の
四
分
自
一
を
飢
館
軍
旗
杯
白
備
と
し
で
依
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
貼
も
但
体
の
「
政
談
」
に
そ
の
詑
を
見
る
こ

と
が
同
車
る
。
即
ち
『
大
抵
毎
年
内
年
貢
来
四
分
一
ば
里
〈
不
可
要
捕
、
是
古
王
制
の
古
法
也
。
如
此
す

ιぱ
三
年
M
L
て
一
年
内
物
成
有
故
に
、
朋
輩

の
見
積
も
成
也
。
事
大
飢
債
の
節
民
を
就
こ
左
も
成
世
。
又
一
挟
兵
観
有
之
伶
兵
糧
自
』
止
に
事
闘
こ
と
な
L
』
と
ω
然
L
此
等
は
常
時
一
耐
の
思
想
と

も
見
る
べ
き
で
、
必
ず
し
も
困
者
自
思
想
関
係
を
詮
索
す
る
に
も
及
ぶ
ま
い
と
思
ふ
ロ

四

武

士

階

級

論

武
士
の
第
之
と
堕
弱
と
は
乙
れ
亦
首
時
一
般
の
現
象
で
あ
っ
た
。
子
卒
は
『
御
園
風
取
締
不
申
候
故
、
御
家
中
大
身
小
身
と
も
に

悉
〈
窮
迫
仕
候
。
か
く
窮
し
候
て
は
武
備
も
衰
へ
且
人
柄
も
悪
く
相
成
候
て
、
快
〈
ま
じ
き
義
も
紋
昔
、
仕
る
ま
巳
苦
事
を
も
仕
候
。

納
て
営
時
は
あ
し
き
風
俗
多
く
、
宜
し
き
風
俗
は
一
向
無
御
座
候
』
1

「
一
い
ひ
、
そ
の
悪
し
き
風
俗
と
は
『
串
間
行
は
れ
不
申
候
G

武

備
段
れ
果
て
中
候
。
飲
食
類
を
美
に
致
候
事
を
好
み
申
候
。
衣
服
居
宅
を
美
麗
忙
仕
候
。
小
歌
三
味
線
社
ど
流
行
仕
候
。
家
業
D
も

。
国
々
白
菜
を
精
入
候
も
の
不
足
に
御
座
候
。
婦
女
主
多
〈
召
使
H
U

申
候
。
合
合
に
は
手
前
の
風
俗
を
改
め
、
向
ム

D
風
俗
に
合
せ

申
候
。
文
人
忙
辱
を
叉
〈
る
己
と
を
も
辱
ル
」
不
致
者
数
多
相
見
え
申
候
』
と
説
い
て
ゐ
h
v
o

と
の
時
弊
主
矯
救
す
る
に
は
如
何
に
す
べ
き
で
あ
る
か
。
針
策
白
一
は
武
士
土
若
論
で
あ
る
。
回
く
『
土
の
城
下
に
住
居
致
候
は

大
笠
武
備
の
表
と
罷
成
候
事
に
て
御
庭
供
。
共
口
問
は
上
に
も
申
上
候
遇
、
城
下
詰
に
て
居
候
へ
ば
自
然
と
者
修
華
麗
に
相
成
、
衣
服
飲

食
白
費
多
く
有
之
候
故
、
面
々
。
旅
を
ば
商
人
に
吸
取
ち
れ
候
て
窮
迫
仕
候
故
、
中
々
武
備
杯
心
が
け
ぺ
き
様
は
無
御
座
供
。
却
で

4 

林
子
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林
子
平
と
そ
白
経
済
思
想

第
五
十
二
巷

告書

捜

O 

O 

只
今
迄
所
持
の
武
器
hz
も
費
代
主
た
し
て
用
ゆ
る
慨
に
罷
成
候
は
城
下
訪
に
て
居
候
害
に
て
御
座
候
。
然
故
に
士
を
ば
在
郷
へ
差
置

mω 

候
事
武
備
の
主
意
に
て
御
座
候
』
と
。

次
に
は
俸
椋
削
減
論
で
あ
る
。

『
士
に
大
藤
を
興
る
事
は
共
燥
に
熔
巳
て
普
代
の
家
の
子
郎
議
を
扶
持
せ
し
め
て
軍
役
を
壷
さ
ず

べ
き
矯
也
。
然
る
に
常
世
の
如
〈
武
士
城
下
に
定
て
者
修
を
勤
る
時
は
、
上
に
云
如
〈
俸
疎
皆
衣
食
住
の
雑
費
と
成
て
、
家
の
子
郎

集
を
扶
持
す
る
事
あ
た
は
宇
。
(
中
略
)
是
を
以
て
考
れ
ば
、
士
に
犬
株
を
興
る
は
益
な
き
事
の
第
一
品
な
れ
ば
、
二
一
十
石
以
上
の
士
の

乱
仰
を
皆
減
少
し
て
推
並
て
一
一
-
十
有
づ
つ
に
す
る
時
は
、
奥
る
所
白
俸
椋
特
軍
役
の
用
に
立
べ
し
。
共
わ
け
は
三
百
石
取
り
の
士
に
歓

落
せ
ざ
る
家
人
十
人
召
蓮
よ
と
云
と
も
、
今
風
の
城
下
詰
に
て
は
決
し
て
不
相
成
事
也
。
(
中
略
)

一
人
前
の
藤

E
二
一
十
石
づ
t
A

に
す

る
時
は
十
人
に
て
三
百
石
也
。
是
三
百
石
D
知
行
を
出
す
代
り
に
、
た
し
か
な
る
軍
ナ
十
人
用
び
ら
Z
L
也
。
自
主
を
以
て
考
れ
ば
士
に

三
十
石
以
上
の
株
主
興
る
は
只
拾
る
忙
似
た
り
』
o
然
し
な
が
ら
教
代
奥
へ
し
俸
椋
を
怠
に
減
少
す
る
と
と
は
第
一
人
情
に
背
〈
己
と

で
あ
り
、
偲
令
そ
れ
が
断
行
さ
れ
て
も
人
数
が
今
の
二
三
+
倍
に
も
な
る
己
と
で
あ
る
か
ら
、
知
行
割
、
住
所
割
、
組
制
等
以
て
の

外
の
騒
動
で
あ
る
。
こ
の
騒
動
を
恐
れ
て
共
佳
に
打
拾
て
置
く
と
き
は
、
体
蔽
は
悉
〈
諸
士
の
一
雑
費
と
た
り
一
一
高
人
挟
持
す
べ
き
知

行
に
て
僅
に
五
六
百
人
し
か
扶
持
せ
ら
れ
自
己
と
と
左
る
。
如
何
に
し
て
俸
旅
も
費
え
や
、
軍
士
、
も
不
足
せ
示
、
騒
動
を
も
生
ぜ
ざ
る

の
術
あ
る
べ
き
か
。
『
掴
柄
に
怯
ば
制
度
を

E
く
し
、
法
令
を
巌
に
し
倹
約
を
専
に
し
で
著
修
を
抑
、
世
の
中
の
華
美
を
お
尻
て
淳
朴
の

風
と
た
し
、
人
々
業
を
問
み
利
を
勤
る
事
を
数
て
諸
士
を
し
て
宮
し
む
べ
し
。
諸
士
宮
た
る
時
、
能
教
諭
し
て
面
々
の
協
に
感
じ
て

家
の
子
郎
業
主
弐
持
す
る
術
を
巌
重
忙
命
令
ナ
ペ
し
。
共
命
令
行
届
て
、
下
に
辿
る
割
合
D
心
持
に
家
の
子
郎
窯
を
扶
持
す
る
時
は

一
寓
人
を
扶
持
す
べ
昔
剖
合
白
知
行
忙
て
ん
間
相
違
一
高
人
扶
持
せ
ら
る
i
A

也
。
(
中
時
)
如
此
命
令
行
届
ば
俸
藤
も
不
費
、
騒
動
も
不

.~ 

生
、
軍
役
も
不
足
せ
中
し
て
武
術
勃
起
す
ぺ
し
』
と
。
然
し
『
只
事
を
急
に
計
る
時
は
愛
生
ず
る
也
。
三
十
年
を
期
と
し
て
改
革
す

蓮草59頁、大典15頁20) 



ぺ
L
o
走
大
政
を
施
す
大
法
也
同
と
。

mu 

(
註
)
但
株
が
武
土
土
着
論
を
設
い
C
居
る
こ
ん
は
今
夏
い
ふ
迄
も
な
い
別
で
あ
る
が
、
大
詩
侯
削
滅
論
も
本
「
政
談
」
に
之
そ
見
る
こ
と
が
向
車
φ

。
町
ち

日
〈
『
総
じ
て
四
究
十
高
石
に
蝕
る
大
名
は
、
日
本
小
闘
に
は
過
た
る
者
也
。
古
の
制
度
と
積
り
骨
ナ
る
に
一
一
一
代
白
時
長
侯
の
闘
と
一
ー
は
、
A
V
D
現
4
4

百
高
石
、
伯
白
園
は
今
白
五
十
高
石
、
子
男
の
園
は
二
十
五
高
石
杭
に
首
る
。
一
一
一
代
的
時
分
の
公
俣
伯
子
男
町
制
度
、
皆
々
小
闘
の
日
本
に
有
之
事
尾

大
町
平
掠
と
一
五
古
語
に
似
た
P
。
幸
宥
の
様
の
こ
と
あ
ら
ば
、
家
を
二
つ
に
分
で
健
方
と
も
に
樹
立
可
有
事
也
。
(
中
略
)
大
名
目
家
一
一
一
十
高
石
を
限
に

制

ω

し
た
き
事
也
』

1
c
o

干
平
円
前
は
武
士
俸
糠
削
減
論
で
あ
っ
て
、
詩
侯
俸
昨
削
減
請
で
は
な
い
か
ら
、
両
者
の
同
一
性
を
説
〈
こ
と
は
訣
り
で
あ
る
が

彼
此
の
思
想
に
一
脈
相
覇
ず
る
と
こ
ろ
な
き
ゃ
否
中
は
、
俄
か
に
之
を
断
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
ihぅ。

更
に
伶
約
を
設
昔
質
賃
剛
健
の
精
一
珊
を
設
い
て
ゐ
る
。
剖
ち
「
倹
は
を
ご
り
を
去
事
、
約
は
つ
ピ
ま
や
か
に
で
寓
事
故
蕩
に
て
無

之
、
取
し
め
て
物
事
を
内
は
に
す
る
と
と
に
で
御
座
候
。
客
簡
は
鋳
す
べ
き
事
を
も
潟
さ
中
腐
〈
ま
じ
き
義
を
も
勝
候
て
令
誕
米
銭

た

E
E食
り
候
事
に
て
有
之
候
』
と
設
昔
、
品
川
約
は
『
図
の
貧
富
強
弱
白
懸
る
所
に
て
有
之
候
へ
ば
図
政
の
中
に
で
も
大
切
た
る
事

拾

に
で
御
座
候
』
と
断
じ
、

『
衣
服
を
初
め
、
高
事
を
鐙
相
に
致
候
事
。
他
所
他
図
杯
に
て
は
御
外
見
あ
し
青
杯
ξ
被
思
召
候
事
も
可

有
之
候
へ

E
も
、
寓
事
免
相
た
る
が
御
外
見
あ
し
き
と
申
候
わ
け
は
少
し
も
無
之
御
事
に
御
座
候
。
他
所
他
園
に
て
も
御
闘
の
風
儀

を
改
不
申
候
は
却
て
御
外
見
宜
敷
事
に
て
御
座
候
」
と
い
ひ
『
と
か
く
士
は
衣
服
注

E
華
麗
た
る
を
貴
ぶ
事
に
て
は
無
御
座
候
。
只

只
今
の
如
〈
な
り
ふ
り
は
立
汲
忙
で
も
、
他
所
他
闘
に
て
度
と
を
ぐ
れ
を
取
炉
、
て

は
、
御
外
見
は
宜
き
事
は
曾
て
無
御
座
候
』
と
な
い
山
、
外
見
よ
り
は
質
賞
剛
健
の
気
風
を
掌
重
す
べ
き
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

魂
性
の
た
し
か
在
る
を
貴
ぶ
事
に
て
御
座
候
。

五

殖

産

典

業

論

子
平
日
く
『
日
木
賞
時
の
経
済
会
銀
よ
り
先
な
る
は
無
御
座
候
。
尤
聖

λ
む
道
に
も
利
用
厚
生
を
先
と
仕
、
叉
略
記
の
王
制
忙
も

.~ 

林
子
平
と
そ
の
桓
掛
思
想

葬
王
+
ニ
巷

空事

量車
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林
干
平
と
そ
白
檀
済
思
想

帝
王
十
二
巻

事

挽

経
済
の
割
問
肢
を
悉
〈
申
候
得
ば
、
兎
角
金
穀
の
官
主
致
候
は
図
家
第
一
の
政
事
に
て
御
座
候
』
と
。
と
れ
伎
が
刻
産
興
業
D
己
と
を

力
説
し
た
所
以
で
あ
る
が
、
『
共
宮
を
致
す
に
時
勢
と
人
情
と
を
知
り
て
術
を
施
し
候
事
肝
要
の
事
に
奉
存
候
』
し
し
い
ひ
、
地
利
を
霊

す
を
以
て
最
も
時
勢
に
過
し
人
情
に
合
ひ
た
る
方
策
た
り
と
し
て
ゐ
加
。

然
ら
ば
地
利
を
議
す
と
は
如
何
な
る
と
と
で
あ
る
か
。

「
地
は
土
地
、
利
は
人
心
利
用
と
成
る
者
白
事
に
で
御
座
候
。
地
利
在
来

す
と
は
土
地
よ
り
生
じ
一
工
人
の
利
用
と
成
候
物
共
を
遣
さ
+
取
用
る
事
に
て
御
座
候
』
。
而
も
『
地
利
は
図
政
の
重
き
事
に
で
有
之
候

へ
ば
ゆ
る
が
せ
に
仕
ぺ
き
事
に
て
無
御
座
候
u

能
地
利
を
取
立
候
へ
ば
大
に
闘
白
宮
と
成
候
事
に
て
御
座
候
』
と
い
ひ
品
士
た
『
能

〈
地
利
を
御
取
立
被
成
世
候
て
産
物
秒
敷
山
川
供
時
は
大
に
御
指
繰
り
御
助
百
戸
一
相
成
候
事
に
て
御
座
候
。
上
に
も
申
上
候
活
り
闘
を
官

し
候
事
岡
政
D
第
一
番
な
る
と
と
に
て
御
座
供
問
、
地
利
井
に
細
工
も
の
の
儀
を
ば
急
に
御
取
立
可
被
成
置
候
。

得
ば
一
年
の
御
損
に
て
御
座
候
問
、
常
春
早
々
よ
り
御
取
立
被
成
誼
候
は
ピ
可
然
御
事
か
と
奉
存
山
町
』
と
論
じ
『
と
か
〈
土
産
の
多

一
年
混
在
は
り
候

き
は
図
白
益
な
り
。
土
産
の
な
き
は
闘
白
損
に
て
御
座
候
。
共
口
聞
は
土
産
主
取
で
他
国
へ
廻
し
供
時
は
他
図
の
金
銀
手
前
へ
入
申
候

叉
諸
物
を
他
闘
よ
り
賀
入
候
時
は
子
前
の
金
銀
皆
他
閥
へ
ね
け
出
申
候
。
常
時
御
闘
は
諸
物
大
半
他
圏
よ
り
仕
込
候
故
、
仰
圏
中
の

金
銭
皆
他
所
へ
山
山
中
候
。
凶
て
土
産
を
多
〈
御
仕
立
被
成
置
伎
て
、
他
の
金
銀
御
園
へ
入
候
様
に
可
被
成
世
候
』
と
鴻
べ
て
ゐ
る
。

印
ち
図
産
主
興
隆
し
て
之
を
他
圃
へ
費
出
し
、
他
闘
の
金
銀
を
白
岡
ヘ
吸
枇
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
何
卒
御
凶
に
で
も
H
本

中
へ
行
波
り
候
程

ω大
産
物
を
四
五
品
取
立
申
候
て
、
他
邦
金
銀
を
御
同
へ
取
入
、
御
園
甲
を
潤
湾
に
仕
り
人
々
衣
食
を
足
し
巾
皮

奉
存
候
」
と
か
「
也
邦
白
金
銀
を
御
園
へ
取
入
れ
侯
工
夫
を
専
一
に
奉
存
候
』
と
い
へ
る
如
む
、
何
れ
も
同
一
の
趣
旨
を
過
ぺ
た
も

白
で
あ
る
。

<4 

然
ら
ば
図
産
興
隆
は
如
何
に
し
て
行
ふ
べ
雪
や
。
先
づ
第
一
に
は
『
産
物
を
仕
立
候
に
は
古
き
事
た
が
ら
、
良
国
主
費
し
不
沖
、

遺草87-88頁、大典37頁
遺草88貰 m 大典38買
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良
夫
の
力
主
用
ひ
不
申
候
て
、
只
拾
地
と
婦
女
児
等
の
力
に
て
仕
揚
候
事
、
産
物
を
司
り
供
者
の
限
の
附
け
所
に
て
御
座
候
事
」
。
第

二
に
は
『
産
物
に
℃
も
制
工
物
に
で
も
一
人
前
の
作
わ
方
は
微
に
候
て
も
、
御
園
中
を
取
集
伎
で
大
成
致
候
得
ば
熔
き
事
に
相
成
候

事
」
。
第
三
陀
は
『
光
づ
御
園
の
寒
川
に
負
不
巾
品
は
漆
・
桑
・
堵
・
の
一
一
一
木
に
て
御
座
候
。
先
以
此
三
木
を
鯵
く
仕
立
可
申
候
。
弐
に

は
稼
を
仕
立
候
て
御
馬
二
百
足
の
飼
料
を
取
可
申
候
』
と
週
刊
て
ゐ
ヤ

地
利
を
拓
く
に
は
「
先
地
よ
り
生
じ
伎
で
人
の
利
用
と
成
候
物
は
割
程
組
上
り
大
友
る
は
無
之
候
故
、
人
々
新
田
を
悶
快
事
を
ば
心

得
居
候
得
共
、
旧
畑
の
外
に
利
の
有
之
候
土
地
を
不
存
し
て
罷
存
候
。
常
時
御
圏
中
を
見
伎
に
地
利
を
拾
物
に
し
て
被
指
置
候
庭
教

多
相
見
え
申
候
』
と
い
ひ
、
官
時
に
於
て
地
利
を
輩
せ
る
関
は
『
際
州
と
相
見
得
申
供
。
琉
球
表
黒
砂
糖
は
、
日
本
中
へ
際
州
よ
り

廻
し
申
候
。
此
外
に
布
類
・
瀬
戸
物
・
草
木
杯
主
一
捗
〈
出
し
巾
供
。
又
備
前
備
中
の
瀬
戸
物
・
晶
表
・
四
国
む
鯨
・
藍
玉
・
肥
前
の
回
世
の

木
・
干
鰻
・
上
総
下
抽
加
の
木
紳
・
琉
球
芋
・
紀
州
遠
州
の
蜜
柑
・
南
部
、
の
牛
馬
・
合
津
米
津
の
蝋
燭
杯
は
皆
共
土
地
相
踏
の
物
を
仕
立

た
る
事
に
て
有
之
候
へ
ば
、
地
利
を
議
し
た
る
に
で
御
座
候
』
と
説
昔
、
細
工
物
に
つ
い
て
も
「
首
時
尾
州
の
金
物
細
工
、
播
州
の

泊

皮
細
工
、
駿
河
の
竹
細
工
、
長
州
の
印
寵
細
工
杯
特
闘
の
利
と
成
巾
候
』
。

然
る
に
仙
蚕
に
て
は
『
仰
闘
は
御
大
図
た
が
ら
世
間
へ

流
ゐ
致
候
程
津
山
に
麿
し
候
物
は
一
円
聞
も
無
之
候
』
ー
と
い
ひ
、
汀
戸
忙
で
も
て
は
や
せ
る
仙
裏
米
も
賓
は
『
御
園
よ
り
出
し
候
物
に

て
は
無
御
座
供
。
只
馬
計
に
で
有
之
候
へ
共
、

H
E
も
拠
不
足
友
る
事
忙
て
御
座
候
』
と
い
ひ
、
土
産
弁
に
細
工
物
の
多
〈
産
出
す
る

己
と
が
図
の
径
社
り
と
し
、
進
ん
で
仙
蚕
蒋
の
土
地
相
昨
胞
の
一
物
と
し
て
午
馬
・
漆
・
蝋
・
桑
・
紙
を
事
げ
、
金
華
山
島
の
植
林
、
江
ノ
島

.~ 

向
島
近
遊
無
住
の
島
々
の
開
拓
を
説
き
、
或
は
金
華
山
沖
白
捕
鯨
、
そ
の
他
海
産
物
と
し
て
の
海
鼠
・
胞
を
事
げ
、
金
銀
銅
銭
石
鉱

ク山
W
E

カ

の
採
掘
、
瀬
戸
物
の
製
造
共
他
の
こ
と
を
説
い
て
ゐ
印
。
寒
地
忙
生
茂
し
易
き
同
日
と
し
で
は
以
上
の
漆
・
桑
・
楕
の
外
、
胡
桃
・
権

ヤ
ン
ラ
、
ヵ
ウ
ソ

子
・
珍
菓
を
家
毎
に
植
置
で
、
賓
の
泊
を
取
て
居
家
日
用
ー
と
震
ぺ

L
。
(
巾
時
)
草
に
は
麻
也
。
寒
地
に
は
木
綿
不
生
散
、
特
他
邦

祥
子
平
会
主
そ
の
摺
涛
思
想

第
五
十
三
巻

事事

観

遺草166買、大典81買
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林
平
平
.
と
そ
白
檀
静
思
想

四

俸

説

四

俸
宜
十
二
巷

の
木
綿
主
用
れ

E
も
自
国
の
賀
貨
他
邦
え
流
れ
出
て
自
国
の
不
粧
済
と
在
る
也
。
此
故
に
寒
地
に
て
は
白
闘
に
産
ナ
る
絹
と
麻
布
と

ぉ

紙
子
と
紙
布
と
を
用
ひ
、
他
邦
の
木
綿
を
禁
や
る
事
、
寒
地
の
一
経
済
也
と
知
ベ
し
』
と
し
、
園
内
資
源
を
計
へ
上
げ
地
利
を
蓋
す

と
と
を
力
説
せ
る
は
注
意
す
べ
き
と
と
で
あ
ら
う
。

而
し
て
か
く
の
如
く
に
し
て
増
産
さ
れ
た
産
物
又
は
細
工
物
は
、
猪
幣
(
銅
札
白
と
と
、
次
項
参
照
)
四
十
寓
雨
程
を
護
行
し
て
、
残

ら
宇
買
上
げ
、
江
戸
に
仙
蚕
屋
と
栴
す
る
大
庇
を
設
げ
て
専
寅
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
居
る
。
帥
ち
『
捗
仙
藁
屋
と
中
候
大
屈
を
紅

戸
白
員
中
に
建
候
て
、
御
園
産
の
品
を
一
粒
も
不
残
右
の
仙
喜
屋
に
で
買
弘
め
さ
せ
、
駿
河
町
D
越
後
屋
、
飯
悶
町
の
寓
屋
杯
と
肩

を
並
ペ
候
大
商
人
に
仕
立
置
侠
て
、
相
時
此
仙
菱
屋
に
て
寅
抑
聞
の
金
子
を
ば
江
戸
詰
の
御
家
中
へ
被
渡
下
候
催
合
金
に
相
周
可
申
候
。

ケ
出
怖
に
仕
候
と
御
手
繰
も
定
敷
、
共
上
江
戸
詰
の
諸
役
人
一
統
に
指
擦
も
宜
敷
候
て
、
江
戸
訪
を
嫌
ひ
候
事
も
相
止
み
、
江
戸
詰
の

御
家
中
俣
り
も
直
り
可
申
奉
存
候
事
』
。
か
〈
て
『
三
四
年
の
問
に
は
御
闘
中
白
貧
を
取
直
し
、
人
民
も
古
に
復

L
候
て
目
出
度
御
図

柄
と
可
相
成
と
乍
恐
奉
作
偽
」
止
。
己
れ
が
即
ち
園
外
よ
り
金
銀
を
取
入
る
L
方
法
で
あ
っ
て
、
勿
論
日
本
園
内
限
り
の
己
と
で
は

あ
る
が

メ
ル
カ
ン
千
リ
ズ
ム
白
思
想
と
相
類
ナ
る
も
の
と
い
ふ
と
と
が
出
来
干
う
。

か
〈
て
子
平
も
亦
専
頁
是
認
論
者
で
あ
っ

た

~ ，、

論

事河

ヰL

財
政
窮
之
社
り
し
首
時
の
各
藩
は
藩
札
白
張
丹
ι

に
上
っ
て
之
を
調
縫
し
た
も
白
で
あ
っ
た
。
子
平
は
第
二
上
書
に
於
て
橋
幣
白
と

と
を
論
じ
て
ゐ
る
。
営
時
仙
芸
藩
に
於
て
も
『
只
椿
幣
を
可
被
湘
行
御
用
意
専
一
と
及
承
候
」
へ

E
も
、
橋
幣
は
用
ふ
べ
き
も
の
で

~~‘ 

は
た
い
。
印
ち
臼
く
「
何
闘
に
で
も
共
凶
大
窮
迫
に
至
り
候
て
梧
幣
を
始
め
候
得
ば
、
園
中
色
々
姦
〈
騒
立
候
て
、
途
K
半
途
に
し

海囲兵談、 2'3頁
遣事'79頁、大典9'頁
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て
止
み
候
も
D

L
向
に
仰
座
候
。
冊
目
牢
注
に
止
み
候
の
み
た
ら
や
是
よ
り
図
綱
次
第
に
解
け
候
て
、
橋
幣
を
始
め
不
申
以
前
よ
り
図

柄
一
段
取
乱
れ
候
も
の
白
由
明
し
巾
候
』
と
。
然
ら
ば
如
何
に
す
べ
き
で
あ
る
か
、
子
卒
は
目
〈
『
拙
者
存
寄
は
甲
州
金
D
例
に
倣

ひ
候
て
仙
蔓
一
分
と
申
者
を
餓
か
銅
に
て
三
十
寓
雨
分
被
相
製
、
念
に
不
相
用
、
漸
々
に
買
の
金
銀
に
取
交
へ
活
用
被
相
始
、
一
初
殻

半
年
棋
は
雨
替
の
少
し
も
不
滞
様
に
被
仰
付
、
尤
銭
相
場
も
民
の
金
正
一
文
も
相
違
知
之
通
用
致
候
様
可
被
相
定
候
。
(
中
略
)
四
日
雨

特
も
無
滞
、
銭
相
揚
も
起
ひ
無
之
上
は
諸
人
安
堵
仕
り
、
無
疑
活
用
仕
候
時
に
至
り
候
て
段
々
被
相
出
候
て
途

ι
=
7
1寓
雨
分
台
だ

や
か
に
活
用
仕
り
、
真
白
金
銭
も
隠
れ
不
申
、
銭
札
止
眉
b
q
」
並
べ
候
て
通
用
有
之
候
は
刊
誌
図
人
通
用
白
多
曹
を
悦
び
好
行
も
出
来
不

仕
」
云
々
白
。
E

即
ち
紙
札
に
代
る
に
餓
札
(
又
は
銅
札
)
を
以
て
し
、
引
換
を
巌
忙
し
、
渡
行
方
法
に
意
を
用
ひ
て
、
後
ち
に
は
多
額

の
通
用
主
期
せ
ん
と
し
た
も
白
で
る
る
。

而
し
℃
第
三
上
蓄
に
於
て
は
、
己
の
論
は
一
居
渡
展
し
且
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
前
遁
の
殖
産
興
業
と

ι関
連
す
る

も
り
で
あ
っ
て
、
国
産
と
銅
札
と
が
肩
を
並
べ
て
『
仕
手
』
と
『
脇
』
と
白
任
を
謹
〈
し
大
貨
殖
を
成
し
遂
ぐ
べ
き
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

蓋
困
産
主
増
殖
し
貨
幣
を
護
行
し
て
園
産
を
買
上
げ
ん
、
ム
し
す
る
も
心
で
あ
っ
て
、
即
ち
専
衰
の
方
法
を
行
は
ん
と
す
る
に
外
在
ら

ぬ
。
従
て
『
御
国
産
を
移
〈
仕
立
候
て
も
緒
幣
知
之
候
得
ぽ
御
山
岳
蒋
〈
、
叉
楕
幣
計
り
四
十
高
雨
山
川
来
候
亡
も
御
園
屋
無
之
候
得
ば

是
又
御
毎
部
く
御
座
候
。
兎
角
御
園
産
と
椿
幣
止
仕
手
・
脇
、
主
相
成
し
候
て
、
訂
一
込
/
¥
御
益
道
も
相
附
候
事
、
拙
者
存
寄
の
眼
目

に
て
御
座
候
事
』
冒
と
述
べ
て
ゐ
加
。

図
産
と
橋
幣
と
が
か
く
の
如
昔
闘
係
を
有
す
と
せ
ば
雨
者
の
何
れ
を
先
き
に
す
べ
き
か
と
い
ふ
に
、

『
先
づ
緒
融
市
を
製
し
候
方
可

然
奉
存
候
。
共
故
は
橋
幣
能
〈
行
は
れ
候
得
ば
、
先
づ
指
常
り
候
て
御
園
中
士
凡
下
寓
民
白
泡
用
宜
敷
相
成
侯
故
、
以
前
D
銭
寒
を

..~ 

売
れ
て
急
離
を
救
ひ
可
申
候
。
(
巾
略
)
橋
幣
を
以
て
十
石
五
聞
の
割
に
て
十
年
賦
に
被
貸
下
候
は
ピ
是
叉
急
を
御
救
ひ
の
一
う
か
と

林
子
平
と
そ
の
経
桝
思
想

第
五
十
二
巻

玉

俸

盟
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体
千
平
と
そ
の
極
涛
思
想

億
五
十
二
巻

;ぇ

第

競

六

奉
存
候
。
(
中
略
)
御
岡
産
白
方
も
不
措
置
、
御
取
始
の
義
専
要
に
奉
存
候
。
へ
中
崎
)
御
園
中
寛
に
相
成
、
遊
人
隙
人
も
小
産
物
小
細

工
に
取
懸
畑
、
む
だ
喰
ひ
の
一
人
も
無
之
様
に
相
成
、
都
て
御
岡
中
に
乞
食
抜
被
等
の
一
人
も
無
之
様
に
仕
た
昔
大
閥
に
御
座
候
』
。

子
平
は
更
に
進
ん
で
楢
幣
の
致
行
流
通
白
方
策
を
説
い
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
去
年
強
行
さ
れ
た
梼
幣
が
世
に
行
は
れ
ず

り
し
所
以
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
邸
ち
そ
れ
は
一
に
は
御
引
都
所
在
か
り
し
故
人
々
疑
心
主
生
じ
た
る
こ
と
、
こ
に
は
銀
遣
ひ
の
憤

習
泣
き
に
も
拘
ら
や
何
匁
何
分
'
F

一
い
ム
銀
札
を
後
行
し
た
る
こ
と
、
三
に
は
正
金
の
通
用
主
般
〈
禁
ぜ
ら
れ
た
る
た
め
疑
心
を
強
め

腐
と
以
て
通
用
漉
滞
し
た
己
と
を
皐
げ
、
『
上
よ
り
被
相
止
候
に
は
無
御
座
候
得
共
、
首
時
は
一
闘
に
影
も
な
き
様
に
相
成
申
候
』
と

説
い
て
ゐ
る
。
而
し
で
か
〈
の
如
昔
結
果
と
友
っ
た
こ
と
は
「
第
一
大
公
儀
へ
白
御
申
分
け
も
難
立
、
叉

F
よ
り
止
ら
れ
侯
て
共
像

に
被
指
置
候
は
、
御
園
家
の
御
成
風
も
薄
ま
様
忙
御
座
候
故
、
何
卒
銀
札
再
興
仕
侠
て
御
園
家
の
御
成
風
を
も
相
加
へ
、
御
園
中
の

貧
究
を
も
助
け
申
度
奉
存
候
」
止
し
、
己
白
銀
札
を
再
興
す
る
た
め
自
ら
『
取
懸
り
の
金
主
を
仕
可
申
候
』
と
い
ひ
、

オ止す

平
兵
衛
後
見
千
代
、
長
武
左
衛
門
井
に
武
州
足
立
郡
白
幡
村
大
庄
屋
金
子
儀
左
衛
門
、
右
雨
金
主
同
道
に
て
、
先
以
て
金
一
一
千
雨
持

参
仕
、
前
文
の
御
園
産
と
橋
幣
と
雨
様
に
取
懸
り
申
度
来
四
州
候
』
と
蓮
ペ
て
ゐ
出
。

『
大
阪
表
丸
屋

先
づ
第
一
に
橋
幣
を
行
ふ
は
下
の
矯
め
に
之
を
行
ふ
も
り
で
あ
る
。

H
〈
『
都
て
緒
幣
を
行
候
は
下
の
矯
め
第
一
に
で
御
座
候
底

取
か
へ
者
を
高
く
致
し
候
は
念
に
上
の
御
釜
と
金
主
の
一
利
川
と
を
急
ぎ
候
故
に
て
御
座
候
。
是
は
貨
に
下
を
教
に
て
は
無
御
座
候
、
営

分
は
上
に
て
少
々
御
損
の
懸
る
程
に
し
て
能
〈
遺
ひ
、
終
忙
詩
人
引
替
を
竪
み
可
申
供
時
に
至
候
て
、
多
く
行
日
出
し
て
通
則
致
し

共
時
に
札
を
以
て
闘
産
主
買
で
他
国
へ
出
し
て
王
金
に
す
る
所
、

t
の
御
益
に
相
成
候
事
に
御
座
候
問
、
利
を
急
か
十
に
能
く
謹
ひ
終

.~~ 

せ
候
事
を
急
ぎ
候
が
、
は
が
き
を
遺
ひ
候
始
よ
り
の
大
主
意
に
て
御
座
候
。
首
分
の
聞
は
上
に
て
大
御
損
の
た
吉
様
に
仕
候
方
法
の

み
に
て
御
座
候
、
後
の
大
利
を
ふ
〈
み
巾
事
也
』
と
。

誼章、，80頁、大典91-92頁
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弐
に
従
来
の
槽
幣
は
紙
に
て
製
し
た
札
で
あ
る
が
、
子
平
は
之
を
銅
に
て
製
品
咽
一
ん
と
と
を
提
議
し
て
ゐ
る
。
そ
の
理
由
は
『
第
一

に
は
御
図
の
人
情

ιて
紙
札
を
以
て
白
外
賎
み
候
故
、
銅
札
に
仕
候
て
人
情
を
堅
〈
仕
度
奉
存
候
。
二
つ
に
は
橋
幣
と
申
候
物
は
年

限
有
之
も
の
故
、
共
年
限
蓋
候
得
ば
相
止
め
倣
も
の
に
御
座
候
庭
、
銅
に
致
置
候
得
ば
迫
願
被
成
町
民
旺
候
て
、
寓
々
世
に
停
へ
申
度
奉

存
候
。
共
筒
引
替
の
努
も
無
之
、
又
漁
損
引
破
り
等
の
極
も
無
御
座
候
故
、
銅
札
に
仕
候
て
寓
世
の
軍
一
賛
に
仕
度
奉
願
候
」
と
説
い

位

て
ゐ
る
。

ヒ
ト
キ

ν

ゐ
の
銅
札
は
何
隔
何
分
と
い
ふ
銀
温
ひ
を
止
め
『
只
御
閣
人
白
口
馴
れ
候
言
葉
に
て
一
切
札
・
宇
切
札
・
三
百
札
と
三
通
に
可
被

句

成
置
侯
』
と
あ
る
。
首
時
仙
基
で
は
金
一
分
の
と
と
を
一
切
ム
」
栴
し
た
の
で
あ
る
。

か
〈
て
子
平
は
鋼
札
の
形
を
闘
一
示
し
、
夜
行
に
要
す
る
銅
の
数
量
、
買
取
代
金
、
銅
運
搬
費
等
線
費
用
主
見
積
り
、
引
抽
出
正
金
の

準
備
、
引
替
手
数
料
、
共
他
を
豆
制
に
計
算
し
、
引
替
所
に
つ
い
て
も
御
披
下
に
十
ケ
所
、
共
倒
比
四
十
ケ
所
を
設
け
『
そ
の
所
々
の

有
徳
な
る
者
の
隣
家
か
向
に
相
建
可
申
候
。
是
は
御
引
替
断
に
て
利
を
得
て
見
せ
候
は
い
品
、
彼
白
有
徳
の
者
羨
〈
存
じ
候
て
加
金
も

そ
ろ
/
¥
仕
、
後
に
は
一
筒
所
を
持
受
候
様
に
も
可
相
成
哉
と
奉
存
候
』
と
。

之
を
要
す
る
に
子
平
の
稽
幣
論
は
賞
は
銅
札
論
で
あ
る
。
第
二

k
書
比
於
て
は
銭
札
又
は
銅
札
と
た
っ
て
ゐ
る
が
、
結
局
は
第
三

上
書
に
長
け
る
銅
札
論
が
最
後
的
決
定
の
も
の
と
考
ム
ペ
昔
で
あ
ら
う
。
而
も
そ
れ
は
図
産
の
専
由
民
と
関
連
し
、
且
護
行
の
方
法
、

引
替
等
に
つ
い
て
周
到
な
る
注
意
を
掠
っ
た
己
と
を
見
る
ペ
雪
で
あ
る
。

七

Jへ

岳会、
E冊ヨ

町

... 

町
人
無
用
論
は
江
戸
時
代
白
一
部
事
者
に
よ
っ
て
唱
へ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
子
平
も
亦
そ
の
一
人
で
あ
っ
て
『
町
入
と
申
候
者

林
子
平
と
そ
の
艇
博
思
想

俸
五
十
二
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林
子
平
と
そ
白
煙
揖
思
想

第
五
十
二
巻

ノ1

量移

韓

r、

は
只
諸
士
の
椋
を
吸
取
候
計
に
て
、
外
に
益
左
昔
者
忙
御
座
候
。
貨
に
無
用
の
穀
つ
ぶ
し
に
て
有
之
候
問
、
何
か
被
召
使
様
可
有
之

奉
有
候
。
御
吟
味
可
被
成
豊
町
』
と
い
ひ
、
町
人
を
無
用
白
穀
潰
し
と
迄
極
論
し
て
ゐ
る
。

而
も
山
首
時
白
町
人
は
物
債
高
低
の
檎
を
そ
の
掌
中
に
握
っ
て
ゐ
た
者
で
あ
っ
た
。
と
の
と
と
は
子
卒
も
認
め
ぎ
る
を
得
在
か
っ
た

鮪
で
る
る
。
即
ち
『
常
時
は
右
の
権
柄
町
家
に
有
之
候
故
、
商
人
共
己
等
が
利
慾
の
錦
、
我
億
五
極
左
る
商
寅
彰
一
仕
供
。
首
時
に
て

申
候
へ
ば
現
米
渡
り
の
節
は
米
直
段
を
践
〈
設
し
、
金
暮
杯
に
は
銭
を
賞
〈
仕
候
。
綿
て
是
の
み
に
不
限
、
諸
申
問
責
白
致
様
皆
如
斯

に
亡
有
之
候
。
是
は
右
権
柄
町
家
に
有
之
候
故
に
て
御
座
候
』
冒
と
。

E
の
擁
柄
を
取
上
ぐ
る
た
め
に
は
「
先
他
所
仕
込
を
相
止
候
は

ね
ば
不
罷
成
御
事
に
御
座
候
』
と
い
ひ
、
ま
た
『
諸
商
寅
物
の
直
段
相
担
額
杯
は
上
よ
り
被
相
立
候
様
に
仕
度
事
に
で
御
座
候
。
直
段

鮒

相
揚
の
御
吟
味
有
之
候
へ
ば
町
人
共
不
訟
の
商
責
を
致
得
有
候
」
と
遁
べ
て
ゐ
る
。

文
営
時
の
武
士
は
町
人
の
財
力
で
抑
へ
付
け
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
Z
が
、
之
忙
針
し
で
も
子
平
は
一
副
大
文
字
屋
を
初
め
御
闘
白
町

人
共
へ
も
金
銀
貸
借
御
用
被
仰
付
首
候
事
甚
不
宜
事
に
て
御
座
候
。
其
ロ
聞
は
御
家
中
諸
士
白
貧
幅
強
弱
を
悉
〈
商
人
共
に
見
抜
れ
候

故
、
是
程
悪
音
事
は
無
御
座
候
。
何
卒
此
事
を
ぽ
可
被
相
止
候
』
と
い
ひ
、
更
に
『
御
闘
中
窮
迫
致
候
と
申
候
も
土
計
に
て
有
之

候
。
百
姓
町
人
は
一
周
窮
し
不
申
候
間
相
臨
に
御
用
金
可
被
仰
付
候
』
と
説
昔
、
町
人
抑
毘
白
論
鉾
を
進
め
て
居
も
然
し
以
上
の

事
柄
は
各
そ
の
擦
っ
て
来
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
源
を
改
め
る
の
方
策
を
設
か
ざ
る
以
上
、
そ
の
末
の
み
を
改
め

る
と
と
は
困
難
で
あ
る
。

尤
上
惑
の
殖
産
興
業
と
専
賓
策
L
し
が
成
功
す
れ
ば
、

町
人
の
地
位
は
動
揺
せ
ぎ
る
を
得
た
い
己
と
で
あ

ふり
λ

ノ。
弐
に
工
人
に
つ
い
て
は
如
何
。
国
産
増
殖
D
政
策
か
ら
す
る
も
工
人
は
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
で
一
ナ
平
は
『
兎
か
く
工
人
白
多
き
は

p 
a 

闘
の
盆
と
相
成
申
候
』

L
説
い
て
ゐ
る
が
、
然
L
乙
の
工
人
は
同
人
た
る
工
人
で
は
詮
く
『
工
凡
は
諸
士
井
御
足
軽
杯
を
御
取
立
候

• 遺草76買、大典29頁
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事
宜
敷
御
座
使
。
加
州
の
蓑
笠
、
長
州
白
印
鑑
、
有
馬
白
剤
籍
も
皆
由
来
申

Z
も
の
細
工
に
て
御
座
候
。
勿
論
婦
女
迄
も
空
〈
年
目
を

総

八
語
り
不
市
、
何
に
て
も
畑
正
事
可
仕
胃
可
被
仰
出
候
」
と
説
昔
、
恰
も
家
中
工
業
と
同
絞
の
論
法
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

市
町
ず
る
に
以
上
の
商
人
及
工
人
に
針
寸
る
意
見
は
、
封
建
経
拘
白
首
時
む
と
と
と
て
、
武
士
階
級
中
心
白
見
地
か
ら
立
て
ら
れ
た

も
む
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

J¥ 

貴
穀
及
貯
穀
論

克
藤
以
後
貨
幣
は
普
及
し
金
銀
を
貴
ぶ
と
と
が
一
世
を
風
麗
し
た
が
、
由
宇
者
D
多
〈
は
責
穀
成
金
の
思
忽
を
説
い
た
。
子
平
も
亦

日
〈
『
常
世
上
下
と
も
に
穀
を
腿
じ
て
金
を
貴
ぶ
也
。
共
心
根
、
歳
、
機
鑓
し
て
米
穀
何
程
貢
と
も
、
金
銀
さ
へ
多
け
れ
ば
買
求
る
事

付
易
し
ロ
此
放
に
金
銀
を
第
一
九
」
し
一
t

穀
を
心
と
せ
ぎ
る
也
。
是
甚
危
昔
、
U
懸
也
』
と
い
ひ
、
そ
の
理
由
は
三
四
ケ
闘
の
餓
僅
左
ら

ば
他
よ
り
廻
米
し
得
る
も
、
若
一
一
三
十
ケ
闘
も
機
僅
と
友
ら
ぽ
廻
す
ペ
雪
米
も
た
い
。

『
共
時
に
至
て
金
銀
を
煎
じ
て
飲
と
も
命
は

助
る
悶
敷
也
』
と
い
ひ
、
兵
乱
の
世
に
は
農
民
も
快
〈
農
作
す
る
己
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
餓
館
歳
で
な
く
と
も
米
は
不
足
す
る

も
の
で
あ
る
。

『
此
所
を
能
呑
込
て
金
銀
は
命
を
救
ム
第
二
番
の
物
な
る
事
を
知

τ、
米
穀
を
第
一
、
金
銭
を
第
二
と
心
得
て
、
平

日
食
糧
に
成
ベ
昔
物
、
伊
貯
る
事
を
勤
む
べ
し
。
是
悶
郡
を
領
す
る
人
、
第
一
の
覚
悟
に
し
て
、
下
庶
人
に
至
る
迄
も
此
心
懸
を
忘
却

す
る
事
た
か
れ
」
と
説
い
て
ゐ
る
。
而
し
て
貯
穀
四
方
法
は
古
今
種
々
た
る
説
あ
る
も
『
一
概
に
泥
む
事
勿
れ
。
只
図
土
の
沃
婿
、
共

歳
の
豊
凶
等
を
考
て
臨
時
に
分
量
を
定
て
貯
ぺ
し
。
大
概
凶
年
は
三
十
年
に
一
度
、
大
餓
箇
は
六
十
年
に
一
度
至
る
者
也
』
と
し
て

。
ゐ
る
。

A 

a 

貯
穀
の
一
種
と
し
て
の
義
倉
陀
つ
い
て
子
平
は
「
義
倉
は
城
下
に
も
在
々
に
も
上
白
倉
主
立
置
、
士
も
百
姓
も
身
代
高
の
廿
ケ
一

林
子
平
と
そ
の
経
済
思
想

第

説

第
五
十
二
巻

:fr. 

:fr. 
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林
子
平
&
そ
り
経
済
思
想

傍

観

第
五
十
二
巷

O 

O 

と
か
、
一
一
一
十
ケ
一
と
か
定
候
て
穀
を
出
さ
せ
、
方
の
義
倉
へ
入
皆
、
機
僅
と
軍
放
と
白
備
に
仕
る
事
に
て
御
座
候
。
尤
右
D
穀
は
皆

籾
に
て
蓄
候
事
に
御
座
候
。
籾
は
数
十
年
経
候
℃
も
損
ヒ
不
申
供
。
部
又
右
の
穀
を
士
へ
も
百
姓
へ
も
借
じ
候
事
も
の
之
中
候
。
返

納
白
節
は
利
息
を
出
さ
せ
る
事
に
て
御
座
偽
』

'r一
る
召
て
、
士
も
農
民
も
穀
物
を
隊
出
ず
る
も
り
で
あ
り
、
必
中
し
も
官
裕
者
の
指

出
に
待
つ
わ
け
で
は
友
〈
、
且
飢
僅
の
救
済
肢
か
り
で
た
〈
、
軍
政
白
備
に
も
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、
菅
沼
に
所
詞
議
倉
よ
り
も

多
少
民
義
り
も
白
ξ
見
る
べ
き
で
あ
る
。

子
平
は
義
倉
に
籾
を
府
ム
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
が
、
更
に
取
納
米
並
に
r
干
〈
の
俸
滞
在
も
亦
籾
を
以
て
す
べ
き
E
と
を
論

じ
て
ゐ
る
。
印
ち
日
く
「
他
凶
御
排
杯
に
相
成
候
御
穀
は
格
別
、
御
固
に
て
御
用
ひ
に
相
成
候
御
穀
を
ぽ
籾
に
亡
御
収
納
被
成
置
、

現
米
御
扶
持
↑
点
杯
陀
被
ト
世
候
に
も
籾
に
て
可
被
下
樫
候
。
ー
ιも
古
法
に
御
座
候
。
官
時
も
水
戸
様
に
て
は
皆
籾
に
て
用
ひ
申
候
』

と

九

結

言

以
上
漣
べ
た
所
に
よ
っ
て
子
平
の
粧
桝
思
怨
の
主
な
る
駐
は
明
か
で
あ
る
と
思
ム
。
そ
の
中
に
は
蛍
時
一
般
の
経
済
思
想
と
異
ら

ざ
る
駐
も
少
〈
た
い
の
み
友
ら
宇
、
或
は
狙
徳
の
設
と
制
限
し
て
換
骨
奪
胎
の
感
な
き
能
は
ざ
る
賠
も
あ
る
が
、
赤
字
平
白
設
と
し

て
特
に
注
意
す
べ
き
も
り
も
少
〈
な
い
。
例
へ
ば
先
例
に
泥
ま
宇
改
革
す
べ
き
を
設
昔
、
急
激
友
る
改
革
を
避
け
て
三
十
年
を
期
し

て
改
革
す
べ
し
と
せ
る
如
昔
、
特
に
摘
産
興
業
を
説
き
、
費
掠
を
重
躍
し
地
利
を
拓
ぐ
べ
き
を
設
け
る
如
吉
、
或
は
銅
札
論
の
如
き

と
れ
で
あ
る
。

4・

然
し
な
が
ら
子
平
の
説
け
る
産
業
興
隆
の
思
想
は
そ
れ
自
身
が
最
後
の

H
的
で
は
友
〈
、
武
備
の
た
め
の
官
図
論
で
あ
っ
た
。
邸

遺草60頁、大典16買
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ち
臼
〈
『
如
此
闘
を
宮
せ
人
を
宮
す
事
を
演
説
す
る
も
、
武
を
張
ぺ
き
鋳
白
事
也
o

r
タ
ケ

入
丈
に
武
主
好
て
も
、
貧
乏
左
れ
ぽ
武
を
張
る
事
は
不
成
也
。
園
家
忙
武
慌
た
き
は
園
非
共
闘
と
云
も
の
也
』
と
し
、
と
れ
が
た
め

・
に
支
那
の
古
聖
人
目
政
も
長
と
徐
と
を
敬
へ
て
園
を
官
し
、
人
を
{
吊
せ
て
武

E
張
る
べ
き
事
を
第
一
に
教
へ
、
和
蘭
は
寒
地
に
し
て
五

何
程
圏
君
よ
り
命
令
有
て
も
、

又
は
人
々
心

穀
稔
ら
ざ
る
故
、
高
呈
の
外
園
へ
通
商
し
諸
図
の
賀
貨
を
取
入
れ
て
白
闘
を
宮
ま
し
、
武
を
逗
く
し
寓
里
を
隔
た
る
孤
時
函
を
領
有

す
る
に
至
り
し
と
と
た

E
E説
い
て
ゐ
Z

向。

否
、
武
備
よ
り
も
更
に
重
要
な
る
も
の
は
態
政
で
あ
る
。
子
平
日
〈
『
国
政
に
肝
要
在
る
こ
と
九
筋
書
記
差
上
申
候
。
(
中
略
V

九

篇
と
時
候
は
墜
政
武
備
・
・
制
度
・
法
令
・
賞
罰
・
地
利
・
倹
約
・
辛
版
雑
忙
で
御
座
候
』
と
設
昔
、

『
先
園
政
は
人
才
を
符
候
事
を
第
一

と
仕
候
。
然
に
人
才
は
闇
申
問
よ
り
生
じ
候
者
に
て
御
座
候
故
、
闘
一
政
の
第
一
に
は
畢
政
を
先
と
仕
事
に
て
御
座
候
』
云
々
と
。
蓋
し

「
宮
を
致
す
の
政
を
仕
度
奉
存
候
て
も
、
和
漢
古
今
の
事
跡
を
多
〈
存
じ
候
ね
ば
了
間
も
湧
出
不
申
、
規
縄
も
立
不
申
候
に
付
、
第

一
御
闘
に
聞
学
校
を
建
立
候
て
人
々
を
数
立
て
、
先
人
才
を
取
立
候
て
目
立
(
上
に
政
談
に
可
及
事
に
奉
存
侠
』
と
い
ひ
、
醐
申
校
の
出
来
た

上
に
て
『
文
武
を
諮
じ
申
度
奉
存
候
』
と
し
て
ゐ
る
。
然
L
『
墜
校
を
建
て
候
に
も
金
子
不
足
に
て
は
難
相
成
侠
問
、
左
に
申
上
候

如
く
金
」
J

千
雨
を
元
手
に
仕
、
貨
瀬
古
味
第
民
感
校
を
建
て
可
申
奉
存
候
』
と
で
共
方
法
を
説
い
て
居
る
。
印
ち
『
賓
は
此
闘
申
校
を
建

立
可
仕
錦
め
の
貨
殖
の
術
に
御
座
候
』
と
い
ひ
、
或
は
『
国
中
潤
諜
に
相
成
候
は
ピ
一
の
奥
白
千
に
は
前
文
に
申
上
候
串
校
に
於
て
十

分
に
文
武
を
誹
じ
御
四
回
風
を
一
務
仕
り
候
て
、
臼
本
無
隻
の
文
武
闘
に
可
仕
儀
‘
此
一
策
に
御
座
候
殺
に
来
存
候
」
と
い
へ
る
如
く
、

貨
殖
致
団
は
手
段
で
あ
っ
て
、
最
後
の
目
的
は
事
校
白
建
立
に
あ
っ
た
。
即
ち
文
教
を
興
す
と
と
が
大
眼
目
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
著

• 
「
富
幽
策
L
K
於
て
貧
富
の
岐
る
i
A

所
以
を
論
己
、

闘
君
世
家
之
教
導
す
る
凡
』
と
い
へ
る
習
も
、
園
家
百
年
の
大
計
と
し
て
着
眼
せ
名
所
在
示
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
〈
貨

コ一一

「
百
年
而
欲
於
官
者
、
有
干
文
武
、
教
化
行
は
る
れ
ば
天
下
之
官
E
保
つ
。
則
ち

林
干
平
'
と
そ
の
経
済
思
想

第
五
+
ニ
巻

第

腫

海困兵談、 215頁
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林
子
平
と
そ
の
一
経
済
思
想

第
五
十
二
審

策

班

一一一二

殖
の
上
に
あ
ら
守
、
財
用
の
上
に
あ
ら
す
、
専
ら
教
化
の
一
黙
に
存
す
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
己
れ
茸
し
皐
興
り
て
始
め
て

岡
家
の
隆
昌
を
較
す
所
以
で
あ

ιう。

而
し
て
串
間
に
針
ナ
る
考
も
普
通
の
儒
者
流
の
考
と
は
甚
し
き
相
違
が
あ
っ
た
。
郎
ち
日
〈
『
兎
か
〈
墜
聞
は
朱
子
流
も
陽
明
流

も
仁
瀦
流
も
狙
保
流
も
入
不
申
候
者
に
御
座
候
。
只
博
〈
書
を
積
候
て
和
漢
古
今
の
治
飢
奥
底
損
錠
得
失
を
知
り
候
へ
は
自
然
と
才

智
は
生
じ
候
者
に
御
座
候
。
然
る
故
に
同
宇
校
所
に
書
籍
を
彩
敷
入
世
候
て
人
を
え
ら
ま
宇
請
書
仕
ら
せ
候
事
、
出
申
政
の
主
意
に
て
御

座
候
」
と
、
或
は
ま
た
『
只
今
の
皐
校
の
如
〈
御
儒
役
之
者
主
の
巾
計
り
出
勤
致
候
て
四
書
・
小
弟
・
近
忠
銭
杯
を
二
一
枚
づ
6
A

講
禅
致

候
計
り
に
て
は
何
の
役
に
立
不
申
候
問
、

加
。
そ
の
方
法
白
是
非
は
兎
に
角
と
し
て
、
闇
申
政
に
O

い
て
も
一
家
白
見
を
有
せ
し
と
冒
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。

此
度
被
相
改
候
て
、

買
に
皐
聞
の
径
に
相
成
候
様
御
取
立
可
被
成
首
候
』
ム
」
説
い
て
ゐ

以
上
論
宇
る
所
に
よ
っ
て
之
を
見
れ
ぽ
、
子
平
が
殖
産
興
業
或
は
庚
/
、
政
治
財
政
経
済
D
E
と
を
論
議
し
た
る
は
全
〈
事
政
を
輿

す
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
‘
そ
の
経
済
思
想
が
如
何
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
論
や
る
と
と
は
、
あ
ま
り
重
要
在
る
意

義
を
有
せ
ざ
る
か
の
如
て
に
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
た
が
ら
林
子
卒
と
い
へ
ば

E
K
「
梅
岡
兵
談
」
「
三
園
通
覧
間
設
」
を
想
像
す
る
如

〈
、
海
防
論
が
そ
白
全
部
で
あ
る
か
の
如
〈
速
断
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
著
「
宵
園
策
」
に
し
て
も
三
篇
の
「
上
書
」
に
し
て
も
、

ま
た
「
梅
園
兵
談
」
の
う
ち
に
も
官
時
の
財
政
経
済
に
闘
す
る
意
見
自
存
す
る
事
を
知
る
こ
と
は
、
た
と
ひ
そ
れ
が
皐
政
の
手
段
と
し

て
で
あ
る
に
し
て
も
必
要
友
る
と
と
と
い
は
怠
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
殊
陀
モ
D
経
済
説
?
っ
ち
に
は
、
上
遁
の
如
く
種
々
注
目
す
べ
き

~
意
見
が
あ
り
、
或
は
現
時
我
図
の
世
情
に
回
し
て
参
考
と
す
べ
き
意
見
も
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
究
む
る
と
と
は
必
要
の
己

と
と
考
へ
ざ
る
を
得
・
泣
い
。
是
れ
敢
て
こ
の
一
小
諸
問
を
草
し
、
以
て
子
平
D
従
来
あ
ま
り
厨
み
ら
れ
ざ
り
し
貼
を
明
か
に
し
た
所
以

a 

で
あ
る
日
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